
「最後に責任を持つ。

その姿勢をこれからも貫いていきたい」

ZEIN 株式会社
代表取締役

志賀野 寛彦

志賀野社長には 3つの揺るぎない信念がある。

「思い立ったらすぐに動く」、「素早く決断する」、そして「責任を持つ」。

「『最後の責任は負うから』という言葉は、人の心に響くと思うんです」と社長。

上司のその一言があれば、部下は様々なことに挑戦できる。心強いはずだ。

リーダーたるもの、素早く決断し、最後に責任を持つもの─。

社長の姿は、トップに立つ者のあるべき理想を示している。

Anchor's
PERSON
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─早速ですが、志賀野社長が事業を立
ち上げられるまでの歩みから伺います。
　大学卒業後、外資系のコンサルティン
グファームに就職しました。世界最大の
コンサル会社で、研修期間が終わればあ
とは自分の実力次第という世界。スピー
ド感を持って、多くの知識やスキルを吸
収することができました。5 年ほどキャリ
アを蓄積し、退社することに。それから
フリーランスのコンサルタントとして独
立を果たし、IT 系のコンサル会社から仕
事を請けるようになりました。
─予てから独立心をお持ちで ?
　ええ。ただ一度は独立してみたものの、
組織で一つのチームとして仕事をするほ
うが、クライアントの多様なニーズに応
えられるのではないかと実感しまして。
そこで「仲間を集める」「組織の中でトッ
プになる」というミッションを掲げ、もう
一度コンサル会社に就職しました。入社
当時は従業員 60 名ほどの会社でしたが、
合併などで 600 名規模の大企業に成長し、
私はそちらで役員を務めるように。そし
て、信頼できる 20 名ほどの仲間たちと共
に一昨年 11 月に『ZEIN』を設立。よう
やく事業が軌道に乗ってきたところです。
─『ZEIN』さんではコンサルティング
を手掛けられているとのこと。具体的に
どのようなサービスを ?

　当社では、「コンサルティング」と「テ
クノロジー」その両面で、課題解決によ
る経営支援を行っています。たとえば、
企業の IT 環境の整備やシステム導入の
サポートをする「IT コンサルティング」。
端的に言いますと、消費者が店で買物を
してレジで会計を済ませると、取引情報
はその企業の本社に集められている。蓄
積された膨大な情報はシステムを使って
データ化されているわけですが、私共は
そのシステムそのものを作ったり、ある
いは作るためのサポートをしています。
今やどの業界でも IT やシステムなしに運
営はできません。そこで私共が、その企
業に必要な IT 環境の構築やシステム導
入のお手伝いをさせていただいているわ
けです。
─御社には様々な業種に対応できる人
材が揃っておられるということですが。
　おっしゃる通りです。当社は多岐にわ
たる業種に特化した専門スキルを持つ人
材に恵まれています。どんなに優れたシ
ステムでも、それを生み出すのは人。私
共が手掛ける事業は、「働く人」が重要な
鍵を握っていると言っても過言ではあり
ません。当社では、昨今の“働き方改革”
の推進を背景に、社内外の業務効率化を
支援する AI パッケージ 「dArwIn」の提
供を新たに開始しました。今後の事業柱

に据えるべく、さらに良い人材を揃えて
いきたいですね。
─人材育成に尽力されていくと。では
最後に、今後の展望はいかがでしょう。
　事業拡大と会社の価値向上を図り、
2023 年の IPO を目指しています。そこに
向けては、昨年末に人材系企業を M ＆
A により子会社化。今年度中には設立時
の 5 倍となる 100 名体制に増員し組織力
を強化していきます。また、並行して事
業の多角化を行い、将来的には多くのメ
ンバーに社長をやってもらえればと考え
ています。経営者にならなければ見えな
い世界を見てもらいたいですね。

（2019 年 3 月取材）

変化し続けるマーケットの中で、コンサルティングとテクノロジーの
両面で課題解決による経営支援を手掛けているのが『ZEIN』。社員全
員（ゼイン）でクライアントの多様なニーズに応えている。本日は、
そんな同社を竹原慎二氏が訪問し、志賀野社長に様々なお話を伺った。

コンサルティング×テクノロジー
クライアントのビジネス拡大をサポート

代表取締役

志賀野 寛彦

「『ZEIN』さんに在籍されている社員さんの
中には、志賀野社長と 10 年来の付き合い
という方もおられるそう。独立当初、苦労
もあることは承知の上でついてきてくれた
仲間たちへの感謝の思い。それこそが、社
長の事業推進の原動力の一つになっている
のだと感じましたね」	 竹原 慎二・談
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